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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表示手段と、
　第２の表示手段と、
　前記第１の表示手段と対象物との距離を検出する検出手段と、
　前記第２の表示手段の駆動電圧を生成する生成手段と、
　前記検出手段により検出された前記第１の表示手段と前記対象物との距離に応じて前記
第１の表示手段および前記第２の表示手段の動作モードを切り替える制御手段と、を備え
、
　前記第１の表示手段と前記第２の表示手段はそれぞれ、前記動作モードとして、少なく
とも、表示を行う表示モードと、前記表示モードよりも消費電力の小さい第１の省電力モ
ードおよび第２の省電力モードを含み、
　前記第２の省電力モードは、前記第１の省電力モードよりも消費電力が大きく、第２の
省電力モードから前記表示モードへの移行時間が前記第１の省電力モードから前記表示モ
ードへの移行時間よりも短く、
　前記制御手段は、前記第１の表示手段に対して前記対象物が、予め定められた第１の距
離より近い位置にある場合に前記第１の表示手段を前記表示モードに設定すると共に前記
第２の表示手段を前記第１の省電力モードに設定し、前記第１の距離より遠く、且つ、予
め定められた第２の距離より近い位置にある場合に前記第１の表示手段を前記表示モード
に設定すると共に前記第２の表示手段を前記第２の省電力モードまたは前記表示モードに
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設定し、前記第２の距離より遠く、且つ、予め定められた第３の距離より近い位置にある
場合に前記第１の表示手段を前記第２の省電力モードまたは前記表示モードに設定すると
共に前記第２の表示手段を前記表示モードに設定し、前記第３の距離より遠い位置にある
場合に前記第１の表示手段を前記第１の省電力モードに設定すると共に前記第２の表示手
段を前記表示モードに設定し、
　前記第２の表示手段が前記第１の省電力モードにあるとき、前記生成手段は前記駆動電
圧を生成せず、
　前記第２の表示手段が前記第２の省電力モードにあるとき、前記生成手段は前記駆動電
圧を生成し、前記生成した駆動電圧を前記第２の表示手段に供給しないことを特徴とする
電子機器。
【請求項２】
　第１の表示手段と、
　第２の表示手段と、
　前記第１の表示手段と対象物との距離を検出する検出手段と、
　前記第２の表示手段の駆動電圧を生成する生成手段と、
　前記第２の表示手段を駆動する駆動手段と、
　前記検出手段により検出された前記第１の表示手段と前記対象物との距離に応じて前記
第１の表示手段および前記第２の表示手段の動作モードを切り替える制御手段と、を備え
、
　前記第１の表示手段と前記第２の表示手段はそれぞれ、前記動作モードとして、少なく
とも、表示を行う表示モードと、前記表示モードよりも消費電力の小さい第１の省電力モ
ードおよび第２の省電力モードを含み、
　前記第２の省電力モードは、前記第１の省電力モードよりも消費電力が大きく、第２の
省電力モードから前記表示モードへの移行時間が前記第１の省電力モードから前記表示モ
ードへの移行時間よりも短く、
　前記制御手段は、前記第１の表示手段に対して前記対象物が、予め定められた第１の距
離より近い位置にある場合に前記第１の表示手段を前記表示モードに設定すると共に前記
第２の表示手段を前記第１の省電力モードに設定し、前記第１の距離より遠く、且つ、予
め定められた第２の距離より近い位置にある場合に前記第１の表示手段を前記表示モード
に設定すると共に前記第２の表示手段を前記第２の省電力モードまたは前記表示モードに
設定し、前記第２の距離より遠く、且つ、予め定められた第３の距離より近い位置にある
場合に前記第１の表示手段を前記第２の省電力モードまたは前記表示モードに設定すると
共に前記第２の表示手段を前記表示モードに設定し、前記第３の距離より遠い位置にある
場合に前記第１の表示手段を前記第１の省電力モードに設定すると共に前記第２の表示手
段を前記表示モードに設定し、
　前記第２の表示手段が前記第１の省電力モードにあるとき、前記生成手段は前記駆動電
圧を生成せず、且つ、前記駆動手段は前記第２の表示手段を駆動せず、
　前記第２の表示手段が前記第２の省電力モードにあるとき、前記生成手段は前記駆動電
圧を生成して前記第２の表示手段に供給し、且つ、前記駆動手段は前記第２の表示手段を
駆動しないことを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　前記電子機器は、撮像装置であり、
　前記第１の表示手段は、電子ビューファインダであり、
　前記第２の表示手段は、前記撮像装置の本体の背面に設けられたディスプレイであるこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第２の表示手段は、照明装置を備えた液晶型表示装置であり、
　前記生成手段は、液晶素子の駆動電圧及びバックライト駆動電圧の少なくとも１つを生
成することを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
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　前記第２の表示手段の輝度を調整する調光手段を更に備え、
　前記第２の表示手段が前記第１の省電力モードにあるとき、前記制御手段は前記第２の
表示手段を表示させず、
　前記第２の表示手段が前記第２の省電力モードにあるとき、前記制御手段は前記第２の
表示手段を表示させ、前記調光手段は表示画像の輝度を前記表示モードにおける輝度より
も低輝度に調整することを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第２の表示手段に表示する画像の階調を補正する補正手段を更に備え、
　前記第２の表示手段が前記第１の省電力モードにあるとき、前記制御手段は前記第２の
表示手段を表示させず、
　前記第２の表示手段が前記第２の省電力モードにあるとき、前記制御手段は前記第２の
表示手段を表示させ、前記補正手段は前記表示モードにおける表示画像の階調特性と比較
して表示画像の明部の階調を相対的に高くするよう補正することを特徴とする請求項３に
記載の電子機器。
【請求項７】
　前記第２の表示手段は、赤、緑、青および白の表示画素を有し、
　前記第２の表示手段が前記第１の省電力モードにあるとき、前記制御手段は、前記第２
の表示手段を表示させず、
　前記第２の表示手段が前記第２の省電力モードにあるとき、前記制御手段は、前記第２
の表示手段を表示させ、前記白の表示画素の表示画像への寄与率を前記表示モードにおけ
る寄与率よりも高めることを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記第２の表示手段に対するタッチ操作を検出する操作検出手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記操作検出手段によるタッチ操作の検出機能を、前記第２の表示手
段が表示状態にあるときには有効とし、前記第２の表示手段が非表示状態にあるときには
無効とすることを特徴とする請求項１乃至のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記第１の距離に対応する第１の閾値と、前記第２の距離に対応する第２の閾値と、前
記第３の距離に対応する第３の閾値とを設定する設定手段を備え、
　前記制御手段は、前記検出手段からの検出値と前記第１の閾値、前記第２の閾値および
前記第３の閾値とを比較して前記第１の表示手段から前記対象物までの距離を判定するこ
とで、前記第１の表示手段と前記第２の表示手段のそれぞれの動作モードを前記表示モー
ドと前記第１の省電力モードと前記第２の省電力モードとの間で切り替えることを特徴と
する請求項１乃至８のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記第１の距離は、前記対象物と前記第１の表示手段が相対的に離れているときには、
前記対象物と前記第１の表示手段が相対的に接近しているときよりも長く設定されること
を特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記第２の距離は、前記対象物と前記第１の表示手段が相対的に離れているときには、
前記対象物と前記第１の表示手段が相対的に接近しているときよりも長く設定されること
を特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記第３の距離は、前記対象物と前記第１の表示手段が相対的に離れているときには、
前記対象物と前記第１の表示手段が相対的に接近しているときよりも長く設定されること
を特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　第１の表示装置と第２の表示装置とを備える電子機器における表示制御方法であって、
　前記第１の表示装置から対象物まで距離について、第１の距離と、前記第１の距離より
も長い第２の距離と、前記第２の距離よりも長い第３の距離を設定する設定ステップと、
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　前記第１の表示装置と前記対象物との間の距離を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出した前記第１の表示装置と前記対象物との距離に応じて前記第
１の表示装置と前記第２の表示装置のそれぞれの動作モードを、画像表示を行う表示モー
ドと、前記表示モードよりも消費電力が小さい第１の省電力モードと、前記表示モードよ
りも消費電力が小さく、且つ、前記第１の省電力モードよりも消費電力が大きく、前記表
示モードへの移行時間が前記第１の省電力モードから前記表示モードへの移行時間よりも
短い第２の省電力モードとの間で切り替える制御ステップと、を有し、
　前記制御ステップでは、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第１の距離より近い位置にある場合に、前記
第１の表示装置は前記表示モードに設定されると共に前記第２の表示装置は前記第１の省
電力モードに設定され、且つ、前記第２の表示装置の駆動電圧を生成する生成手段が該駆
動電圧を生成せず、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第１の距離より遠く且つ前記第２の距離より
近い位置にある場合に、前記第１の表示装置は前記表示モードに設定されると共に前記第
２の表示装置は第２の省電力モードまたは前記表示モードに設定され、且つ、前記第２の
表示装置が前記第２の省電力モードに設定された場合に前記生成手段は前記駆動電圧を生
成し、前記生成した駆動電圧を前記第２の表示装置に供給せず、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第２の距離より遠く且つ予め定められた第３
の距離より近い位置にある場合に、前記第１の表示装置は前記第２の省電力モードまたは
前記表示モードに設定されると共に前記第２の表示装置は前記表示モードに設定され、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第３の距離より遠い位置にある場合に、前記
第１の表示装置は前記第１の省電力モードに設定されると共に前記第２の表示装置は前記
表示モードに設定されることを特徴とする表示制御方法。
【請求項１４】
　第１の表示装置と第２の表示装置とを備える電子機器における表示制御方法であって、
　前記第１の表示装置から対象物まで距離について、第１の距離と、前記第１の距離より
も長い第２の距離と、前記第２の距離よりも長い第３の距離を設定する設定ステップと、
　前記第１の表示装置と前記対象物との間の距離を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出した前記第１の表示装置と前記対象物との距離に応じて前記第
１の表示装置と前記第２の表示装置のそれぞれの動作モードを、画像表示を行う表示モー
ドと、前記表示モードよりも消費電力が小さい第１の省電力モードと、前記表示モードよ
りも消費電力が小さく、且つ、前記第１の省電力モードよりも消費電力が大きく、前記表
示モードへの移行時間が前記第１の省電力モードから前記表示モードへの移行時間よりも
短い第２の省電力モードとの間で切り替える制御ステップと、を有し、
　前記制御ステップでは、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第１の距離より近い位置にある場合に、前記
第１の表示装置は前記表示モードに設定されると共に前記第２の表示装置は前記第１の省
電力モードに設定され、且つ、前記第２の表示装置の駆動電圧を生成する生成手段が該駆
動電圧を生成せず、前記第２の表示装置を駆動する駆動手段は前記第２の表示装置を駆動
せず、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第１の距離より遠く且つ前記第２の距離より
近い位置にある場合に、前記第１の表示装置は前記表示モードに設定されると共に前記第
２の表示装置は第２の省電力モードまたは前記表示モードに設定され、且つ、前記第２の
表示装置が前記第２の省電力モードに設定された場合に、前記生成手段は前記駆動電圧を
生成して前記第２の表示装置に供給し、前記駆動手段は前記第２の表示装置を駆動せず、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第２の距離より遠く且つ予め定められた第３
の距離より近い位置にある場合に、前記第１の表示装置は前記第２の省電力モードまたは
前記表示モードに設定されると共に前記第２の表示装置は前記表示モードに設定され、
　前記対象物が前記第１の表示装置から前記第３の距離より遠い位置にある場合に、前記
第１の表示装置は前記第１の省電力モードに設定されると共に前記第２の表示装置は前記
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表示モードに設定されることを特徴とする表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置を備える電子機器と、表示装置の表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置を備えた電子機器には、内蔵された近接検知センサ等の人感センサからの情報
に基づいて使用者の接近を検出し、表示装置の制御を行うものがある。例えば、特許文献
１には、光検出手段と人検出手段とにより、室内の照明が点灯中であり、且つ、人が存在
していると判断された場合に、機器の電源をオンするテレビ受像機が開示されている。ま
た、特許文献２には、表示装置としてＥＶＦ（Electronic View Finder）を備える撮像装
置において、光センサによってファインダへの接眼の有無を検知し、接眼が検知されたと
きにＥＶＦの電源がオンされる撮像装置が開示されている。この撮像装置では、使用者が
存在しないときにＥＶＦの電源がオフにされることで、消費電力を低減することができる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２５２５２６号公報
【特許文献２】特開２００１－３３９６２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電子機器に搭載される表示装置には、液晶型表示装置や有機ＥＬ型表示装置等の様々な
ものが存在するが、一般的にどの表示装置でも、表示素子の駆動のために正電圧と負電圧
の印加を必要とする。そのため、表示装置での消費電力を低減するためには、電子機器の
電源がオンの状態であっても、使用者が存在しないと判断されるときには常に表示装置の
駆動電圧の生成を停止しておくことが望ましい。
【０００５】
　しかしながら、駆動電圧を生成するための昇圧或いは降圧動作が完了して駆動電圧が安
定するまでには、ある程度の時間を要する。そのため、使用者が存在しないと判断される
ときに表示装置の駆動電圧の生成を停止させてしまうと、検出手段により使用者が存在す
ることが検出されても、即座に表示を行うことができないという問題がある。
【０００６】
　本発明は、表示装置に対する使用者の距離に応じて表示制御を行う電子機器において、
消費電力の低減を実現しつつ、使用者の近接を検出した際の表示開始時間を短縮する技術
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る電子機器は、第１の表示手段と、第２の表示手段と、前記第１の表示手段
と対象物との距離を検出する検出手段と、前記第２の表示手段の駆動電圧を生成する生成
手段と、前記検出手段により検出された前記第１の表示手段と前記対象物との距離に応じ
て前記第１の表示手段および前記第２の表示手段の動作モードを切り替える制御手段と、
を備え、前記第１の表示手段と前記第２の表示手段はそれぞれ、前記動作モードとして、
少なくとも、表示を行う表示モードと、前記表示モードよりも消費電力の小さい第１の省
電力モードおよび第２の省電力モードを含み、前記第２の省電力モードは、前記第１の省
電力モードよりも消費電力が大きく、第２の省電力モードから前記表示モードへの移行時
間が前記第１の省電力モードから前記表示モードへの移行時間よりも短く、前記制御手段
は、前記第１の表示手段に対して前記対象物が、予め定められた第１の距離より近い位置
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にある場合に前記第１の表示手段を前記表示モードに設定すると共に前記第２の表示手段
を前記第１の省電力モードに設定し、前記第１の距離より遠く、且つ、予め定められた第
２の距離より近い位置にある場合に前記第１の表示手段を前記表示モードに設定すると共
に前記第２の表示手段を前記第２の省電力モードまたは前記表示モードに設定し、前記第
２の距離より遠く、且つ、予め定められた第３の距離より近い位置にある場合に前記第１
の表示手段を前記第２の省電力モードまたは前記表示モードに設定すると共に前記第２の
表示手段を前記表示モードに設定し、前記第３の距離より遠い位置にある場合に前記第１
の表示手段を前記第１の省電力モードに設定すると共に前記第２の表示手段を前記表示モ
ードに設定し、前記第２の表示手段が前記第１の省電力モードにあるとき、前記生成手段
は前記駆動電圧を生成せず、前記第２の表示手段が前記第２の省電力モードにあるとき、
前記生成手段は前記駆動電圧を生成し、前記生成した駆動電圧を前記第２の表示手段に供
給しないことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、使用者が表示装置を使用しないと判断することができる距離にいると
きには、表示装置の電源をオフとすることで、消費電力を低減することができる。一方、
表示装置を使用すると判断される距離にまで使用者が近付いたときに表示動作を開始する
ため、使用者の近接を検出した際の表示開始時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１の表示装置が備える対物距離検出部の構成を示すブロック図である。
【図３】図１の表示装置の構成図である。
【図４】図１の表示装置で実行される表示制御のフローチャートである。
【図５】図１の表示装置で実行される表示制御のタイミングチャート、及び、対象物／表
示装置間の距離と検出閾値との関係を模式的に示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る撮像装置の概略構成を示すブロック図である。
【図７】図６の撮像装置の背面図である。
【図８】図６の撮像装置で実行される表示制御のフローチャートである。
【図９】図６の撮像装置で実行される表示制御のタイミングチャート、及び、対象物／撮
像装置間の距離と検出閾値との関係を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。本発明に係る
電子機器として、以下に説明する第１実施形態では表示装置を取り上げ、第２実施形態で
は撮像装置を取り上げることとする。
【００１１】
　＜第１実施形態＞
　図１は、本発明の実施形態に係る表示装置１の概略構成を示すブロック図である。表示
装置１は、ディスプレイ６を備えており、外部機器２から入力される画像信号をディスプ
レイ６に表示する。外部機器２としては、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）やデジタルカ
メラ等の映像出力機器が挙げられ、外部機器２は、表示装置１へ画像信号を出力する。
【００１２】
　表示装置１は、画像入力部３、画像処理部４、ディスプレイ駆動部５、照明輝度制御部
７、バックライト照明部８、揮発性メモリ９及び不揮発性メモリ１０を備える。また、表
示装置１は、対物距離検出部１１、タイマ１２、操作部１３、電源スイッチ１４、システ
ム制御部１５及び電源部１６を備える。
【００１３】
　画像入力部３は、外部機器２と信号ケーブルを介して接続され、外部機器２から送信さ
れてくる画像信号を受信する。画像入力部３に入力された映像信号は、画像処理部４へ送
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られる。画像処理部４は、画像入力部３から取得した画像信号を、ディスプレイ６で表示
可能なデータ形式に変換する演算手段であり、水平／垂直同期信号、ドットクロック信号
をディスプレイ駆動部５へ出力する。また、画像処理部４は、画像入力部３から取得した
画像信号に対して、明るさ調整やコントラスト調整、ガンマ補正、カラーバランス調整等
の種々の画像処理を行う。
【００１４】
　ディスプレイ駆動部５は、ディスプレイ６を駆動するための駆動タイミング信号を生成
し、ディスプレイ６へ供給する。また、ディスプレイ駆動部５は、ディスプレイ６の表示
素子の駆動電圧を生成するための昇圧回路及び降圧回路を内蔵しており、種々の駆動電圧
を生成し、生成した駆動タイミング信号に同期させて、ディスプレイ６へ供給する。
【００１５】
　ディスプレイ６は、例えば、有機ＥＬディスプレイや液晶ディスプレイである。例えば
、液晶ディスプレイであれば、液晶ディスプレイは、薄膜トランジスタアクティブマトリ
クス駆動方式の透過型液晶パネルを有する。液晶パネルの１つの表示素子はＲＧＢ（赤、
緑、青）の３つのサブ画素で構成されている。即ち、液晶部の上部にはＲＧＢの３色から
成るカラーフィルタが設置され、液晶下部及びカラーフィルタ上部にはそれぞれ、光の振
動方向を一方向に抑制する偏光フィルタが設置されている。ディスプレイ駆動部５から各
サブ画素に印加される電圧を調整することにより、液晶の光透過率が制御されて、バック
ライト照明部８から投光される光の透過が調整され、所望の画像を階調表示することがで
きる。
【００１６】
　照明輝度制御部７は、バックライト照明部８の照明輝度を段階的に調整する。照明輝度
制御部７は、システム制御部１５からのＰＷＭ制御信号に従ってバックライト照明部８の
発光体に流す電流を制限することで、照明輝度をリニアに変更する。バックライト照明部
８は、ＬＥＤや蛍光管、有機ＥＬ等の光源と、光源からの光を面発光にするための導光板
や反射板、拡散板等で構成されている。バックライト照明部８は、ディスプレイ６の背面
に固定されて、ディスプレイ６を背面側から照明する。
【００１７】
　揮発性メモリ９は、例えば、ＳＲＡＭ又はＤＲＡＭ等のデータの書き換えが可能な半導
体メモリである。揮発性メモリ９には、システム制御部１５のプログラムスタック領域、
ステータス記憶領域、演算用領域、ワーク用領域、画像表示データ用領域が確保されてい
る。不揮発性メモリ１０は、フラッシュメモリ等の電気的に消去・記憶が可能なメモリで
ある。不揮発性メモリ１０には、表示装置１のメニュー設定情報や制御プログラムが格納
されている。また不揮発性メモリ１０には、文字フォントデータやアイコンデータ、メニ
ュー項目、メニュー背景、色パレット情報等の表示画像データを構成するために必要なデ
ータが格納されている。
【００１８】
　対物距離検出部１１は、表示装置１の表示面側に設置されている（適宜、後に説明する
図３参照）。対物距離検出部１１の詳細については、図２を参照して後述するが、概ね、
対物距離検出部１１は、赤外発光体と受光回路を備え、一定の時間間隔で赤外光を発光し
てその反射光を検出することにより、既定位置に使用者が存在するか否かを検出する。
【００１９】
　タイマ１２は、表示装置１のスリープモードへの移行時間の計測や、アラーム通知等を
行うための所定時間の計測等、表示装置１のシステム管理に使用される。操作部１３は、
表示装置１の各種設定を行うためのメニューを表示させるメニューボタンを含み、メニュ
ーボタンには、例えば、操作部１３は、画像表示（画面）の明るさやカラーバランスを変
更するためのボタンが含まれる。また、操作部１３は、メニュー表示中に画面内の各項目
の選択や取り消しを行うための選択操作キーや決定ボタン、取り消しボタン、強制的にス
リープモードに移行するためのスリープボタン等を含む。
【００２０】
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　電源スイッチ１４は、操作に応じて、表示装置１の電源のオン／オフ（ＯＮ／ＯＦＦ）
を切り替え、また、電源オンの状態で表示装置１の各種の動作モードを切り替える。シス
テム制御部１５は、表示装置１の全体的な動作を制御する中央処理プロセッサ（ＣＰＵ）
である。電源部１６は、表示装置１を構成する各部に必要な電源を供給する。
【００２１】
　図２は、対物距離検出部１１の構成を示すブロック図である。対物距離検出部１１は、
インタフェース（Ｉ／Ｆ）５１、発光素子制御部５２、赤外発光素子５３、ロジック制御
部５４、受光素子５５、アンプ（ＡＭＰ）５６、Ａ／Ｄ変換部５７、投光レンズ窓４２ａ
及び受光レンズ窓４２ｂを備える。
【００２２】
　インタフェース５１は、表示装置１のシステム制御部１５からの制御信号の受信や、対
物距離検出部１１での検出結果のシステム制御部１５への通知等を行う。発光素子制御部
５２は、赤外発光素子５３の発光量を制御する。具体的には、赤外発光素子５３は赤外Ｌ
ＥＤであり、発光素子制御部５２は、赤外発光素子５３の順方向電流を定電流とし、順方
向電流を増加させることによって発光量を増加させる。
【００２３】
　赤外発光素子５３は、投光レンズ窓４２ａを通して、発光素子制御部５２で制御された
電流で赤外光を発生させ、発生させた赤外光を外部に向けて照射する。ロジック制御部５
４は、赤外発光素子５３の点灯／消灯のタイミング生成と、受光素子５５の蓄積／リセッ
トのタイミング生成を行う。また、ロジック制御部５４は、Ａ／Ｄ変換部５７の出力値（
以下「検出値Ｓ」と記す）に対する複数の閾値を設定することができる。閾値を超えたか
否かの判定結果は、インタフェース５１を通じて表示装置１のシステム制御部１５へ通知
される。
【００２４】
　投光レンズ窓４２ａを通して外部へ照射された光が使用者５８（対象物）で反射したと
きの分散した反射光は受光レンズ窓４２ｂを通して集光され、受光素子５５により受光さ
れる。なお、使用者５８は、表示装置１の使用者であり、表示装置１から所定距離の範囲
内に近付いた者は、使用者とみなされることになる。受光素子５５は、例えば、ＣＣＤ等
の光電変換素子である。受光素子５５は、受光した光を光電変換し、受光量に応じた大き
さのアナログ電気信号を生成して、アンプ５６へ送る。
【００２５】
　アンプ５６は、受光素子５５から取得したアナログ電気信号を、所定のゲインで増幅す
る。Ａ／Ｄ変換部５７は、アンプ５６から取得したアナログ電気信号をデジタル信号に変
換し、検出値Ｓとしてロジック制御部５４へ出力する。ロジック制御部５４は、Ａ／Ｄ変
換部５７からの検出値Ｓと閾値とを比較して、使用者５８が表示装置１からどの程度の距
離にあるかを判定する。
【００２６】
　図３は、表示装置１の構成図である。図３に示す各符号は、図１及び図２に示す符号と
対応している。よって、図３には、表示装置１と外部機器２とが有線で接続され、表示装
置１が、ディスプレイ、操作部１３、電源スイッチ１４、投光レンズ窓４２ａ、受光レン
ズ窓４２ｂを備える構成が示されている。
【００２７】
　投光レンズ窓４２ａ及び受光レンズ窓４２ｂは表示装置１の表示面側であるディスプレ
イ１側に配置されており、よって、対物距離検出部１１は、使用者５８が表示装置１の表
示面側に存在するか否か、また、どの程度の距離に存在するかを検出することができる。
【００２８】
　前述の通り、対物距離検出部１１のロジック制御部５４は、複数の閾値を設定すること
ができ、複数の閾値はそれぞれ、表示装置１と使用者との距離を複数の段階に分けたとき
の境界値に対応する。ここでは、ロジック制御部５４は、第１の閾値ＴＨ１と第２の閾値
ＴＨ２の少なくとも２つの閾値を設定することができる、つまり、対物距離検出部１１は
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、使用者５８の位置を、少なくとも３段階の距離範囲に分けて検出することができるもの
とする。
【００２９】
　第１の閾値ＴＨ１は、使用者５８が表示装置１の前面に存在しており、表示装置１を使
用する距離範囲にいるか又は使用しない距離範囲にいるかを判定するための距離（第１の
距離）に相当する。第２の閾値ＴＨ２は、第１の検出距離よりも遠い距離であって、使用
者５８が表示装置１を使用しない距離範囲にいるか又は表示装置１の前面にいないことを
判定するための距離（第２の距離）に相当する。
【００３０】
　次に、表示装置１で実行されるディスプレイ６の表示制御について、フローチャートを
参照して説明する。図４は、表示装置１で実行される表示制御のフローチャートである。
図４のフローチャートに示す各処理は、システム制御部１５が、不揮発性メモリ１０に格
納された所定のプログラムを揮発性メモリ９に展開し、表示装置１を構成する各部の動作
を制御することによって実現される。
【００３１】
　ステップＳ４０１では、ロジック制御部５４が、Ａ／Ｄ変換部５７からの検出値Ｓを取
得する。具体的には、ロジック制御部５４で生成される発光タイミング信号に応じて、予
め設定された発光量で赤外発光素子５３が点灯される。これに同期させて、受光素子５５
での電荷蓄積が行われる。受光素子５５で光電変換された電気信号はアンプ５６で増幅さ
れた後、Ａ／Ｄ変換部５７でデジタル信号に変換され、デジタル信号は検出値ＳとしてＡ
／Ｄ変換部５７からロジック制御部５４へ出力される。
【００３２】
　ステップＳ４０２では、ロジック制御部５４が、ステップＳ４０１で取得した検出値Ｓ
が予め設定された第２の閾値ＴＨ２以上か否かを判定する。ロジック制御部５４は、検出
値Ｓが第２の閾値ＴＨ２以上である場合（Ｓ４０２でＹＥＳ）、システム制御部１５へ判
定結果を通知することなく、処理をステップＳ４０３へ進める。一方、ロジック制御部５
４は、検出値Ｓが第２の閾値ＴＨ２より小さい場合（Ｓ４０２でＮＯ）、システム制御部
１５へ判定結果の通知し、これにより、処理はシステム制御部１５により実行されるステ
ップＳ４０４へ進められる。
【００３３】
　ステップＳ４０３では、ロジック制御部５４が、ステップＳ４０１で取得した検出値Ｓ
が予め設定された第１の閾値ＴＨ１以上か否かを判定する。ロジック制御部５４は、検出
値Ｓが第１の閾値ＴＨ１より小さい場合（Ｓ４０３でＮＯ）、システム制御部１５へ判定
結果を通知し、これにより、処理はシステム制御部１５により実行されるステップＳ４０
５へ進められる。一方、ロジック制御部５４は、検出値Ｓが第１の閾値ＴＨ１以上である
場合（Ｓ４０３でＹＥＳ）、システム制御部１５へ判定結果を通知し、これにより、処理
はシステム制御部１５により実行されるステップＳ４０６へ進められる。
【００３４】
　ステップＳ４０４では、システム制御部１５が、サブルーチン処理として、表示装置１
を省電力モード１（第１の省電力モード）の状態とする。ステップＳ４０５では、システ
ム制御部１５が、サブルーチン処理として、表示装置１を省電力モード２（第２の省電力
モード）の状態とする。ステップＳ４０６では、システム制御部１５が、サブルーチン処
理として、表示装置１を表示モードの状態とする。システム制御部１５は、ステップＳ４
０４～４０６の終了後に、本処理をステップＳ４０１へ戻す（リターン）。
【００３５】
　省電力モード１とは、省電力モード２よりも消費電力が小さく、可能な限りの低消費電
力駆動を行うモードである。省電力モード１では、対物距離検出部１１の動作を実行する
ために必要な電力のみが電源部１６から供給され、その他の不必要な電源供給が停止され
る。したがって、ディスプレイ６には画像は表示されない。また、対物距離検出部１１は
、ステップＳ４０１～Ｓ４０３の処理を表示装置１内で独立して行い、その判定結果を必
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要に応じてシステム制御部１５に通知する。そのため、システム制御部１５は、対物距離
検出部１１から判定結果の通知がない場合は、対物距離検出部１１からの判定結果の通知
の検出に必要な程度の低速クロックで動作させる。
【００３６】
　省電力モード２とは、省電力モード１よりも消費電力は大きいが、表示動作を行う表示
モードよりも消費電力が小さいモードである。また、省電力モード２から表示モードへの
移行時間は、省電力モード１から表示モードへの移行時間よりも短いという特徴がある。
省電力モード２では、表示装置１のディスプレイ６に画像を表示するために、表示素子と
バックライトの必要な電圧を生成するが、表示素子の駆動及びバックライトの点灯を行わ
ない。そのため、省電力モード２でも、画像は表示されず、表示モードよりも消費電力は
小さい。一方で、省電力モード２では、表示素子とバックライトの駆動に必要な電圧は生
成された状態であるため、即座に表示を開始することができる。
【００３７】
　表示モードとは、ディスプレイ６に画像を表示するモードである。表示モードでは、デ
ィスプレイ駆動部５からディスプレイ６へ、ディスプレイ６を駆動するための駆動タイミ
ング信号が供給され、ディスプレイ６の表示素子に駆動電圧が印加される。また、バック
ライト照明部８でのバックライトの点灯が開始される。これにより、所望の画像がディス
プレイ６に表示される。
【００３８】
　次に、表示装置１で実行される表示制御（ステップＳ４０１～４０６の各処理）につい
て、タイミングチャートを参照して説明する。図５（ａ）は、表示装置１で実行される表
示制御を説明するタイミングチャートであり、検出値Ｓ、ディスプレイ駆動電圧及びディ
スプレイ表示状態の経時的な変化を示している。図５（ｂ）は、使用者５８と表示装置１
の前面（ディスプレイ６の配置面）との間の距離と、第１の閾値ＴＨ１及び第２の閾値Ｔ
Ｈ２との関係を模式的に示す図である。なお、図５（ｂ）は、使用者５８と表示装置１と
の間の距離がＬ１であるときに検出値Ｓが第１の閾値ＴＨ１となり、使用者５８と表示装
置１との間の距離がＬ２であるときに第２の閾値ＴＨ２となることを示している。
【００３９】
　時刻Ｔ１よりも前では、使用者５８は、表示装置１から距離Ｌ２より遠い場所、つまり
、表示装置１の前面に存在しないと判断することができる程度に離れた距離にいる。その
ため、検出値Ｓは第２の閾値ＴＨ２より小さく、よって、表示装置１は省電力モード１の
状態となっている。表示装置１の前面に使用者５８がいない場合に表示装置１を省電力モ
ード１とすることで、消費電力を可能な限り小さく抑えることができる。
【００４０】
　時刻Ｔ１において、使用者５８が表示装置１から距離Ｌ２の位置へ至ると、検出値Ｓが
第２の閾値ＴＨ２以上になる。このとき、使用者５８は表示装置１から距離Ｌ１よりは遠
い位置にいることから、使用者５８は表示装置１を使用しないと判断されるために画像表
示は行わないが、表示装置１を使用する可能性は高くなる。そこで、検出値Ｓが第２の閾
値ＴＨ２以上になったことに対応して、表示装置１は省電力モード１から省電力モード２
へ移行する。これにより、使用者５８が表示装置１へ更に近付いたときに、即座に画像表
示を行うことができる。
【００４１】
　時刻Ｔ２において、使用者５８が表示装置１から距離Ｌ１の位置へ至ると、検出値Ｓが
第１の閾値ＴＨ１以上になる。このとき、使用者５８が表示装置１を使用すると判断され
るため、表示装置１は省電力モード２から表示モードへ移行する。表示装置１は、表示モ
ードへ移行する前面に省電力モード２となっているため、即座に画像表示を行うことがで
きる。
【００４２】
　使用者５８が表示装置１から遠ざかる場合には、使用者５８が表示装置１に近付く場合
とは逆の動作制御を行うことができる。しかし、これに限られず、使用者５８が表示装置
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１に近付く場合と遠ざかる場合とで、異なる閾値を用いてもよい。図５（ａ）には、使用
者５８が表示装置１から遠ざかる場合に、第３の閾値ＴＨ３と第４の閾値ＴＨ４とを用い
た例を示している。
【００４３】
　使用者５８が表示装置１から遠ざかり、時刻Ｔ３において、使用者５８が距離Ｌ１より
も所定距離ΔＬ１だけ表示装置１から離れた位置に移動すると、検出値Ｓが第３の閾値Ｔ
Ｈ３を下回る。なお、Ｌ１＋ΔＬ１＜Ｌ２の関係が成立しており、第３の閾値ＴＨ３は、
第１の閾値ＴＨ１より小さく、且つ、第２の閾値ＴＨ２よりも大きい値を取る。こうして
検出値Ｓが第３の閾値ＴＨ３を下回ると、表示装置１は表示モードから省電力モード２へ
移行する。こうして、使用者５８が表示装置１に近付くときと遠ざかるときとで閾値に差
異を設けることで、使用者５８が閾値の近辺に存在するときに表示装置１の駆動モードが
頻繁に切り替わってしまうことを防止することができる。
【００４４】
　使用者５８が表示装置１から更に遠ざかり、時刻Ｔ４において、使用者５８が距離Ｌ２
よりも所定距離ΔＬ２だけ表示装置１から離れた位置に移動すると、検出値Ｓが第４の閾
値ＴＨ４を下回る。第４の閾値ＴＨ４は、第２の閾値ＴＨ２より小さい値を取る。こうし
て検出値Ｓが第４の閾値ＴＨ４を下回ると、表示装置１は省電力モード２から省電力モー
ド１へ移行する。
【００４５】
　以上の説明の通り、本実施形態では、使用者５８が表示装置１の前面に存在しないと判
断できるときの消費電力を可能な限り低減させることができる。また、使用者５８が表示
装置１の前面にいるが、表示装置１を使用しないと判断することができる距離にいるとき
には、消費電力を低減しつつ、即座に表示が可能な状態とする。これにより、使用者５８
が表示装置１を使用すると判断することができる距離に近付いたときに即座に画像表示を
行うことができる。
【００４６】
　＜第２実施形態＞
　図６は、本発明の実施形態に係る撮像装置１００の概略構成を示すブロック図である。
撮像装置１００は、具体的には、レンズユニット交換式撮像装置（一眼レフデジタルカメ
ラ）であり、第１実施形態で説明した表示装置１を備える。
【００４７】
　撮像装置１００は、大略的に、カメラ本体１００Ａ、レンズユニット２００及びストロ
ボユニット３００から構成される。レンズユニット２００は、カメラ本体１００Ａのレン
ズマウント１０２とレンズユニット２００のレンズマウント２０２とによりカメラ本体１
００Ａに対して着脱自在となっている。ストロボユニット３００は、カメラ本体１００Ａ
のアクセサリシュー１１１とストロボユニット３００のコネクタ３０１によりカメラ本体
１００Ａに対して着脱自在となっている。なお、アクセサリシュー１１１は、ストロボユ
ニット３００とカメラ本体１００Ａとを電気的に接続するコネクタの機能を兼ねる。
【００４８】
　カメラ本体１００Ａは、ディスプレイ駆動部５、ディスプレイ６、照明輝度制御部７、
バックライト照明部８及び対物距離検出部１１を備える。これらは、第１実施形態で説明
した表示装置１の構成要素と同じ機能を有するため、ここでの説明を省略する。
【００４９】
　カメラ本体１００Ａは、シャッタ制御部１４１、シャッタ１４４、撮像素子１２１、Ａ
／Ｄ変換部１２２、画像処理部１２３、画像演算部１２４、メモリ制御部１２５、揮発性
メモリ１２６、不揮発性メモリ１２７及び外部着脱メモリ部１２８を備える。また、カメ
ラ本体１００Ａは、システム制御部１２０、ＥＶＦ駆動部１５０、ＥＶＦ１５１、タイマ
１３９及びタッチパネル１５２を備える。更に、カメラ本体１００Ａは、電源部１３１、
再生スイッチ１３２、メニュースイッチ１３３、モードダイヤル１３４、レリーズスイッ
チ１３５、操作部１３６、電子ダイヤル１３７、電源スイッチ１３８及びカメラ制御部１
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４０、を備える。なお、ＥＶＦは、電子ビューファインダ（Electronic View Finder）の
略である。
【００５０】
　レンズユニット２００は、レンズ２１０、絞り２１１、被写体距離検出部２０３及びレ
ンズ制御部２０４を備える。レンズユニット２００がカメラ本体１００Ａに取り付けられ
た状態では、レンズユニット２００のコネクタ２０１とカメラ本体１００Ａのコネクタ１
０１とが電気的に接続され、レンズ制御部２０４とカメラ制御部１４０との間の通信が可
能となる。
【００５１】
　ストロボユニット３００は、不図示の光源と、光源の発光を制御するストロボ発光制御
部３０２を備える。ストロボユニット３００がカメラ本体１００Ａのアクセサリシュー１
１１に取り付けられた状態では、ストロボユニット３００のコネクタ３０１とカメラ本体
１００Ａのアクセサリシュー１１１とが電気的に接続され、ストロボ発光制御部３０２と
カメラ制御部１４０との間の通信が可能となる。
【００５２】
　被写体からの光は、レンズユニット２００とシャッタ１４４を通過して撮像素子１２１
に結像する。撮像素子１２１は、結像した光学像をアナログ電気信号に変換して、Ａ／Ｄ
変換部１２２へ出力する。Ａ／Ｄ変換部１２２は、撮像素子１２１から取得したアナログ
電気信号をデジタル信号からなる画像データに変換する。Ａ／Ｄ変換部１２２から出力さ
れる画像データは、メモリ制御部１２５とシステム制御部１２０による制御により、揮発
性メモリ１２６に書き込まれる。
【００５３】
　画像処理部１２３は、Ａ／Ｄ変換部１２２から出力された画像データ或いはメモリ制御
部１２５により揮発性メモリ１２６から読み出された画像データに対して、画素補間処理
や色変換処理等の所定の画像処理を行う。また、画像処理部１２３は、適応離散コサイン
変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮伸長する圧縮・伸長回路を備え、揮発性メモ
リ１２６から読み出された画像データの圧縮処理／伸長処理を行い、処理後の画像データ
を揮発性メモリ１２６に書き込む。更に、画像処理部１２３は、ディスプレイ６及びＥＶ
Ｆ１５１の表示画像データを生成し、明るさ調整やコントラスト調整、ガンマ補正、カラ
ーバランス調整等の種々の画像処理を行う。
【００５４】
　画像演算部１２４は、オートフォーカス（ＡＦ）処理を行うために、撮像画像のコント
ラスト値を算出し、コントラスト値に基づいて被写体に対する合焦状態を測定する。また
、画像演算部１２４は、自動露出（ＡＥ）処理を行うために、撮像画像から露出状態を測
定する。
【００５５】
　メモリ制御部１２５は、Ａ／Ｄ変換部１２２、画像処理部１２３、ディスプレイ駆動部
５、ＥＶＦ駆動部１５０、外部着脱メモリ部１２８及び揮発性メモリ１２６の間のデータ
の送受信を制御する。Ａ／Ｄ変換部１２２から出力される画像データは、メモリ制御部１
２５を介して或いは画像処理部１２３とメモリ制御部１２５とを介して、揮発性メモリ１
２６に書き込まれる。
【００５６】
　タッチパネル１５２は、ディスプレイ６上に設置されている。タッチパネル１５２に対
するタッチ操作検出方式に限定はなく、例えば、抵抗膜方式、静電容量方式、光学式方式
等が用いられる。システム制御部１２０は、撮像装置１００の全体的な制御を行う。
【００５７】
　揮発性メモリ１２６は、撮像した静止画像や動画像、再生表示のための画像のデータを
一時的に格納する。揮発性メモリ１２６は、所定枚数の静止画像や動画像の格納を可能と
する十分な記憶容量を有する。なお、揮発性メモリ１２６には、システム制御部１２０の
プログラムスタック領域やステータス記憶領域、演算用領域、ワーク用領域、画像表示デ
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ータ用領域が確保されている。撮像装置１００での各種の演算は、システム制御部１２０
が揮発性メモリ１２６の演算用領域を利用して実行する。
【００５８】
　不揮発性メモリ１２７は、電気的に消去／記憶が可能な半導体記憶装置であり、例えば
、フラッシュメモリやＥＥＰＲＯＭ等が用いられる。不揮発性メモリ１２７には、撮像装
置１００に設定されている撮像パラメータが保存され、また、撮像装置１００の動作を制
御するプログラム等が格納されている。外部着脱メモリ部１２８は、カメラ本体１００Ａ
に対して着脱可能なコンパクトフラッシュ（登録商標）やＳＤカード等であり、撮像され
た静止画や動画の画像データを格納するための十分な記憶容量を備える。
【００５９】
　電源部１３１は、電池、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電ブロックを切り替
えるスイッチ回路等を有する。電源部１３１は、電池検出回路による検出結果とカメラ制
御部１４０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、
各ブロック部へ供給する。また、電源部１３１は、電池の装着の有無、電池の種類、電池
残量の検出を行う。
【００６０】
　カメラ制御部１４０は、シャッタ制御部１４１、レンズ制御部２０４及びストロボ発光
制御部３０２との間で制御信号を送受信することにより、撮像装置１００での一連の撮像
動作を制御する。また、カメラ制御部１４０は、撮像装置１００全体の電源制御や撮像装
置１００の動作モードの切り替え制御を行う。シャッタ制御部１４１は、画像演算部１２
４から取得した露出情報に基づき、絞り２１１を制御するレンズ制御部２０４と連携しな
がらシャッタ１４４の動作を制御する。
【００６１】
　再生スイッチ１３２は、撮像装置１００をディスプレイ６に画像データを表示する再生
表示モードに設定するためのスイッチであり、外部着脱メモリ部１２８に格納された画像
ファイルを再生表示する際に操作されるスイッチである。逆に、撮像装置１００が再生表
示モードにあるときに、再生スイッチ１３２が操作されると、再生表示モードから撮像モ
ードへ切り替わるようになっている。
【００６２】
　メニュースイッチ１３３は、ディスプレイ６に各種項目の一覧を表示するためのスイッ
チである。メニューの表示内容としては、撮像パラメータの設定や外部着脱メモリ部１２
８のフォーマット、時計の設定、現像パラメータの設定、ユーザ機能設定（カスタム機能
の設定）等が挙げられる。
【００６３】
　モードダイヤル１３４を操作することにより、撮像モードを切り替えることができる。
撮像モードとしては、自動モード、プログラムモード、シャッタ速度優先モード、絞り優
先モード、マニュアルモード、ポートレートモード、風景モード、スポーツモード、夜景
モード、動画モード等が挙げられるが、これに限定されるものではない。
【００６４】
　レリーズスイッチ１３５は、レリーズボタンの半押しでオンするスイッチＳＷ１と、全
押しでオンするスイッチＳＷ２とを有する。スイッチＳＷ１がオンになると、ＡＦ処理、
ＡＥ処理、オートホワイトバランス（ＡＷＢ）処理、フラッシュ調光（ＥＦ）処理等の動
作が開始される。スイッチＳＷ２がオンになると、一連の撮像処理が行われる。具体的に
は、撮像素子１２１から信号が読み出され、Ａ／Ｄ変換部１２２とメモリ制御部１２５を
介して揮発性メモリ１２６に画像データが書き込まれ、画像処理部１２３による現像処理
が行われる。また、揮発性メモリ１２６から画像データが読み出され、画像処理部１２３
で圧縮処理が行われ、圧縮された画像データが外部着脱メモリ部１２８に書き込まれる。
【００６５】
　電子ダイヤル１３７の操作により、シャッタスピードや絞り値等の露出条件を設定する
ことができる。電源スイッチ１３８は、撮像装置１００の電源のオン／オフの切り替えと
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、静止画撮像モード／動画撮像モードの切り替えを行うスイッチである。また、電源スイ
ッチ１３８は、撮像装置１００に接続されたレンズユニット２００とストロボユニット３
００、外部着脱メモリ部１２８等の各種の付属装置の電源オン／オフの切り替えを行うこ
とができる。
【００６６】
　操作部１３６は、ここでは、図６に示して上述した再生スイッチ１３２等を除く各種の
ボタンやスイッチで構成される。操作部１３６は、連写モードやリセット、マクロ、ペー
ジ送り、ストロボの発光設定、メニュー移動、ホワイトバランス選択、撮影画質選択、露
出補正、日付／時間設定等を行うためのスイッチやボタンを備える。また、操作部１３６
は、ライブビュー撮影の開始／停止を切り替えるスイッチやメニュー表示次項目に対する
上下方向及び左右方向の移動スイッチ、再生画像のズーム倍率変更スイッチを含む。更に
、操作部１３６は、撮像直後に撮像画像を自動再生するクイックレビューのオン／オフス
イッチ、再生画像の消去スイッチ、ＥＶＦ１５１（第１の表示手段、第１の表示装置）及
びディスプレイ６（第２の表示手段、第２の表示装置）での画像表示のオン／オフスイッ
チを含む。
【００６７】
　なお、操作部１３６は、外部着脱メモリ部１２８にＪＰＥＧファイルやＭＰＥＧファイ
ル等を生成する際の圧縮率を決定する圧縮モードと、撮像素子１２１からの出力信号をそ
のままデジタル化して記憶するＲＡＷモードとを選択的に設定するスイッチを含む。その
他にも、操作部１３６は、スイッチＳＷ１がオンとなったときに最初に合焦した状態をそ
の後も保ち続けるワンショットＡＦモードと被写体位置に応じて連続的にＡＦ動作を繰り
返すサーボＡＦモードとを選択的に設定するＡＦモード設定スイッチ等を含む。
【００６８】
　タイマ１３９は、時計機能やカレンダー機能、タイマカウンタ機能、アラーム機能を有
し、スリープモードへの移行時間やアラーム通知等のシステム管理に用いられる。ＥＶＦ
駆動部１５０は、ＥＶＦ１５１を駆動するための駆動タイミング信号を供給する。また、
ＥＶＦ駆動部１５０は、ＥＶＦ１５１の駆動電圧を生成するための昇圧回路及び降圧回路
を内蔵しており、駆動タイミング信号に同期させて生成した駆動電圧をＥＶＦ１５１に供
給する。
【００６９】
　ＥＶＦ１５１には、有機ＥＬ型や液晶型がある。例えば、有機ＥＬ型の場合、薄膜トラ
ンジスタアクティブマトリクス駆動方式の有機ＥＬパネルを内蔵する。有機ＥＬパネルの
１つの表示素子は、ＲＧＢ３つの有機ＥＬ素子で構成され、有機ＥＬ素子に電圧を加える
ことで発光する。ＥＶＦ駆動部１５０から各有機ＥＬ素子に印加される電圧値を調整する
ことで各色の発光量を制御することができ、所望の画像を階調表示することができる。
【００７０】
　ＥＶＦ１５１には、ディスプレイ６と同様に、システム制御部１２０の制御によって、
メニュー画面や画像ファイル、ライブビュー表示等が可能となっている。ディスプレイ６
及びＥＶＦ１５１は、操作部１３６等により各々の表示を独立してオン／オフすることが
でき、一方で、同時表示も可能である。また、撮像装置１００では、図７及び図８を参照
して後述するように、対物距離検出部１１の検出結果に応じて、ＥＶＦ１５１とディスプ
レイ６の表示切り替えを行うことができるようになっている。
【００７１】
　レンズユニット２００のレンズ制御部２０４は、レンズユニット２００の全体的な制御
を行う。レンズ制御部２０４は、動作用の定数、変数、プログラム、レンズユニット２０
０の固有識別情報、管理情報、開放絞り値や最小絞り値、焦点距離等の機能情報、現在や
過去の各設定値等を保持するメモリを備える。また、レンズ制御部２０４は、画像演算部
１２４により測定された被写体に対する合焦状態に応じてレンズ２１０のフォーカシング
を制御するＡＦ動作を行い、更に、絞り２１１の制御やレンズ２１０のズーミングの制御
を行う。
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【００７２】
　ストロボユニット３００のコネクタ３０１は、ストロボユニット３００をアクセサリシ
ュー１１１に対して機械的に着脱可能にすると共に、ストロボユニット３００と撮像装置
１００と電気的に接続するインタフェースである。ストロボ発光制御部３０２は、ストロ
ボユニット３００の全体的な制御を行う。例えば、ストロボ発光制御部３０２は、不図示
のキセノン管或いはＬＥＤ等の発光部に対して、画像演算部１２４らの露出情報に基づい
て発光量や発光タイミングを制御することで、ＥＦ制御を行う。
【００７３】
　図７は、撮像装置１００の背面図である。図７に示す各符号は、図６及び図２に示す符
号と対応している。撮像装置１００の背面には、ファインダ４０、ディスプレイ６、投光
レンズ窓４２ａ及び受光レンズ窓４２ｂが配置されている。
【００７４】
　ＥＶＦ１５１は、ファインダ４０の内部に設置されている。投光レンズ窓４２ａ及び受
光レンズ窓４２ｂについては、対物距離検出部１１の構成要素であり、図２を参照して既
に説明しているため、ここでの説明を省略する。ディスプレイ６についても、図１を参照
して既に説明済みであるため、ここでの説明を省略する。
【００７５】
　投光レンズ窓４２ａ及び受光レンズ窓４２ｂは、ファインダ４０の近傍に設置されてお
り、これにより、使用者５８（適宜、図９参照）がファインダ４０に接眼したか否かを検
出することができる。つまり、対物距離検出部１１は、ＥＶＦ１５１を基準として使用者
５８までの距離を検出する。
【００７６】
　なお、撮像装置１００では、投光レンズ窓４２ａ及び受光レンズ窓４２ｂは、ディスプ
レイ６の近傍に配置されているとみなすこともでき、ファインダ４０とディスプレイ６が
配設されている光軸方向での位置にも差はない。そのため、対物距離検出部１１は、ディ
スプレイ６から使用者５８までの距離を検出する構成としてもよい。この場合でも、ディ
スプレイ６と使用者５８との距離が近すぎる場合には、使用者５８は、ディスプレイ６の
表示を視認せずに、ファインダ４０を使用すると判断することができる。
【００７７】
　第１実施形態と同様に、対物距離検出部１１のロジック制御部５４は、複数の閾値を設
定することができ、ここでは、少なくとも３つの閾値（つまり、４段階の距離範囲）の設
定が可能であるとする。３つの閾値のうちの第１の閾値ＴＨ１１は、使用者５８がファイ
ンダ４０に接眼したか否かを判断することができる距離（第１の距離）に相当する。第２
の閾値ＴＨ１２は、第１の閾値ＴＨ１１に対応する距離と第３の閾値ＴＨ１３に対応する
距離の略中間の距離（第２の距離）に相当する。第３の閾値ＴＨ１３は、使用者５８がデ
ィスプレイ６を使用して画像を確認していると判断することができる距離（第３の距離）
に相当する。
【００７８】
　次に、撮像装置１００で実行される表示制御について、フローチャートを参照して説明
する。図８は、撮像装置１００で実行される表示制御のフローチャートである。図８に示
すフローチャートの各処理は、システム制御部１２０が、不揮発性メモリ１２７に格納さ
れた所定のプログラムを揮発性メモリ１２６に展開し、撮像装置１００を構成する各部の
動作を制御することによって実現される。
【００７９】
　ステップＳ８０１では、対物距離検出部１１においてロジック制御部５４がＡ／Ｄ変換
部５７からの検出値Ｓを取得する。この処理は、図４のステップＳ４０１の処理と同じで
あるため、その詳細な説明は省略する。ステップＳ８０２では、ロジック制御部５４が、
ステップＳ８０１で取得した検出値Ｓが第３の閾値ＴＨ１３以上か否かを判定する。ロジ
ック制御部５４は、検出値Ｓが第３の閾値ＴＨ１３以上である場合（Ｓ８０２でＹＥＳ）
、システム制御部１２０へ判定結果を通知することなく、処理をステップＳ８０３へ進め
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る。一方、ロジック制御部５４は、検出値Ｓが第３の閾値ＴＨ１３より小さい場合（Ｓ８
０２でＮＯ）、システム制御部１２０へ判定結果を通知し、これにより、処理はシステム
制御部１２０により実行されるステップＳ８０５へ進められる。
【００８０】
　ステップＳ８０３では、ロジック制御部５４が、ステップＳ８０１で取得した検出値Ｓ
が第２の閾値ＴＨ１２以上か否かを判定する。ロジック制御部５４は、検出値Ｓが第２の
閾値ＴＨ１２以上である場合（Ｓ８０３でＹＥＳ）、システム制御部１２０へ判定結果を
通知することなく、処理をステップＳ８０４へ進める。一方、ロジック制御部５４は、検
出値Ｓが第２の閾値ＴＨ１２より小さい場合（Ｓ８０３でＮＯ）、システム制御部１２０
へ判定結果を通知し、これにより、処理はシステム制御部１２０により実行されるステッ
プＳ８０６へ進められる。
【００８１】
　ステップＳ８０４では、ロジック制御部５４が、ステップＳ８０１で取得した検出値Ｓ
が第１の閾値ＴＨ１１以上か否かを判定する。ロジック制御部５４は、検出値Ｓが第１の
閾値ＴＨ１１より小さい場合（Ｓ８０４でＮＯ）、システム制御部１２０へ判定結果を通
知し、これにより、処理はシステム制御部１２０により実行されるステップＳ８０７へ進
められる。一方、ロジック制御部５４は、検出値Ｓが第１の閾値ＴＨ１１以上である場合
（Ｓ８０４でＹＥＳ）、システム制御部１２０へ判定結果を通知し、これにより、処理は
システム制御部１２０により実行されるステップＳ８０８へ進められる。
【００８２】
　ステップＳ８０５では、システム制御部１２０が、サブルーチン処理として、ディスプ
レイ６をディスプレイ表示モード（ディスプレイ６での表示モード）とし、ＥＶＦ１５１
をＥＶＦ省電力モード１（ＥＶＦ１５１での第１の省電力モード）とする。ディスプレイ
表示モードは、ディスプレイ駆動部５からディスプレイ６へ駆動タイミング信号が供給さ
れると共にディスプレイ６の表示素子に駆動電圧が印加され、バックライト照明部８がバ
ックライトを点灯させるモードである。つまり、ディスプレイ表示モードでは、ディスプ
レイ６は、所望の画像を表示した状態となり、タッチパネル１５２に対するタッチ操作の
検出機能も有効となる。
【００８３】
　ＥＶＦ省電力モード１は、ＥＶＦ１５１での表示動作を行うために必要な全ての電源供
給が停止され、ＥＶＦ１５１での画像表示に関わる消費電力が可能な限り小さく抑えられ
るモードである。具体的には、ＥＶＦ駆動部１５０への電源供給が停止され、よって、Ｅ
ＶＦ１５１の表示素子の駆動に必要な電源の生成も停止された状態となる。
【００８４】
　ステップＳ８０６では、システム制御部１２０が、サブルーチン処理として、ディスプ
レイ６をディスプレイ表示モードとし、ＥＶＦ１５１をＥＶＦ省電力モード２とする（Ｅ
ＶＦ１５１での第２の省電力モード）。ＥＶＦ省電力モード２は、ＥＶＦ１５１の表示素
子の駆動に必要な電源が生成されるが、表示素子が駆動されないモードである。よって、
ＥＶＦ省電力モード２での消費電力は、ＥＶＦ省電力モード１よりも大きくなるが、表示
素子を発光させないために、ＥＶＦ１５１の表示動作を行うＥＶＦ表示モード（ＥＶＦ１
５１での表示モード）よりも小さい。また、ＥＶＦ省電力モード２では、ＥＶＦ１５１の
表示素子の駆動に必要な電源を生成しているため、表示モードへの移行時間が、ＥＶＦ省
電力モード１から表示モードへの移行時間よりも短く、即座にＥＶＦ１５１での画像表示
が可能となる。
【００８５】
　ステップＳ８０７では、システム制御部１２０が、サブルーチン処理として、ディスプ
レイ６をディスプレイ省電力モード２（ディスプレイ６で第２の省電力モード）とし、Ｅ
ＶＦ１５１をＥＶＦ表示モードとする。ディスプレイ省電力モード２は、ディスプレイ６
に画像を表示するために必要な全ての電源が生成されるが、表示素子の駆動とバックライ
トの点灯が行われないモードである。よって、ディスプレイ省電力モード２での消費電力
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は、表示素子の駆動とバックライトの点灯を行うディスプレイ表示モードよりも小さくな
る。一方で、ディスプレイ省電力モード２では、ディスプレイ６に画像を表示するために
必要な全ての電源が生成されているため、即座にディスプレイ表示モードへ移行すること
ができる。
【００８６】
　なお、ディスプレイ省電力モード２では、ディスプレイ６が非表示状態となるため、タ
ッチパネル１５２が使用されることはない。そのため、ディスプレイ省電力モード２では
、タッチパネル１５２の駆動が停止され、タッチパネル１５２に対するタッチ操作の検出
機能が無効とされる。これにより、更に消費電力が小さく抑えられる。ＥＶＦ表示モード
は、ＥＶＦ駆動部１５０からＥＶＦ１５１へ駆動タイミング信号が供給されると共に、表
示素子に駆動電圧が印加されるモードである。つまり、ＥＶＦ表示モードでは、ＥＶＦ１
５１は、所望の画像を表示した状態となる。
【００８７】
　ステップＳ８０８では、システム制御部１２０が、サブルーチン処理として、ディスプ
レイ６をディスプレイ省電力モード１（ディスプレイ６での第１の省電力モード）とし、
ＥＶＦ１５１を表示モードとする。ディスプレイ省電力モード１は、ディスプレイ６での
表示動作を行うために必要な全ての電源供給が停止され、ディスプレイ６での画像表示に
関わる消費電力が可能な限り小さく抑えられるモードである。具体的には、ディスプレイ
省電力モード１では、ディスプレイ６の駆動電圧の生成、ディスプレイ駆動部５への電源
供給、バックライト照明部８の駆動電圧の生成、照明輝度制御部７への電源供給、タッチ
パネル１５２の駆動が停止される。
【００８８】
　ステップＳ８０５～Ｓ８０８の各処理の終了後には、システム制御部１２０によって、
処理はステップＳ８０１へ戻される（リターン）。
【００８９】
　次に、撮像装置１００で実行される表示制御（ステップＳ８０１～８０８の処理）につ
いて、タイミングチャートを参照して説明する。図９（ａ）は、撮像装置１００で実行さ
れる表示制御を説明するタイミングチャートであり、検出値Ｓ、ＥＶＦ駆動電圧、ＥＶＦ
表示状態、ディスプレイ駆動電圧及びディスプレイ表示状態の経時的な変化を示している
。図９（ｂ）は、使用者５８と撮像装置１００の背面との間の距離と、第１の閾値ＴＨ１
１、第２の閾値ＴＨ１２及び第３の閾値ＴＨ１３との関係を模式的に示す図である。なお
、図９（ｂ）は、使用者５８と撮像装置１００との間の距離がＬ１１であるときに検出値
Ｓが第１の閾値ＴＨ１１となり、使用者５８と撮像装置１００との間の距離がＬ１２であ
るときに第２の閾値ＴＨ２となり、使用者５８と撮像装置１００との間の距離がＬ１３で
あるときに第３の閾値ＴＨ３となることを示している。
【００９０】
　時刻Ｔ１１より前では、使用者５８は、撮像装置１００の背面から距離Ｌ３よりも遠い
位置、つまり、撮像装置１００のファインダ４０を使用せず、ディスプレイ６を使用する
と判断することができる距離にいる。そのため、検出値Ｓは第３の閾値ＴＨ１３より小さ
く、よって、撮像装置１００は、ディスプレイ表示モード、且つ、ＥＶＦ省電力モード１
となっている。こうして、撮像装置１００をＥＶＦ省電力モード１とすることで、ＥＶＦ
１５１での画像表示に関わる消費電力を可能な限り小さく抑えることができる。
【００９１】
　時刻Ｔ１１において、使用者５８が撮像装置１００の背面から距離Ｌ１３の位置へ至る
と、検出値Ｓが第３の閾値ＴＨ１３以上となる。このとき、使用者５８は撮像装置１００
から距離Ｌ１２よりは遠い位置にいることから、使用者５８はディスプレイ６を使用して
いるが、その後、ファインダ４０への接眼を開始する可能性が高いと判断することができ
る。そのため、撮像装置１００は、ディスプレイ表示モードのまま、ＥＶＦ省電力モード
１をＥＶＦ省電力モード２へ切り替える。これにより、使用者５８が更に撮像装置１００
に近付いたときに、即座にＥＶＦ１５１での画像表示を行うことができる。
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【００９２】
　時刻Ｔ１２において、使用者５８が撮像装置１００の背面から距離Ｌ１２の位置へ至る
と、検出値Ｓが第２の閾値ＴＨ１２以上となる。このとき、使用者５８がファインダ４０
を使用すると判断することができるようになるため、撮像装置１００は、ディスプレイ表
示モードをディスプレイ省電力モード２へ切り替えると共に、ＥＶＦ省電力モード２をＥ
ＶＦ表示モードへ切り替える。これにより、ＥＶＦ１５１での画像表示に関わる消費電力
を低減させることができる。
【００９３】
　時刻Ｔ１３において、使用者５８が撮像装置１００の背面から距離Ｌ１１の位置へ至る
と、検出値Ｓが第１の閾値ＴＨ１１以上となる。このとき、使用者５８がファインダ４０
に接眼して、ＥＶＦ１５１を視認していると判断することができる。そのため、撮像装置
１００は、ＥＶＦ表示モードのまま、ディスプレイ省電力モード２をディスプレイ省電力
モード１へ切り替える。使用者５８がファインダ４０に接眼したときには既にＥＶＦ表示
モードとなっているため、使用者５８はＥＶＦ１５１に画像が表示されるのを待つことな
く、ＥＶＦ１５１に表示された画像を視認することができる。一方で、ディスプレイ６で
の画像表示に関わる消費電力を可能な限り小さく抑えることができる。
【００９４】
　使用者５８が撮像装置１００から遠ざかる場合、つまり、ＥＶＦ１５１の画像を視認し
ている状態からディスプレイ６の画像を視認する状態へ移行する場合には、使用者５８が
撮像装置１００に近付く上述の場合とは逆の動作制御を行うことができる。しかし、これ
に限られず、使用者５８が撮像装置１００に近付く場合と遠ざかる場合とで、異なる閾値
を用いてもよい。図９（ａ）には、使用者５８が撮像装置１００から遠ざかる場合に、第
４の閾値ＴＨ１４、第５の閾値ＴＨ１５、第６の閾値ＴＨ１６とを用いた例を示している
。
【００９５】
　使用者５８が撮像装置１００から遠ざかり、時刻Ｔ１４において、使用者５８が距離Ｌ
１１よりも所定距離ΔＬ１１だけ撮像装置１００から離れた位置に移動すると、検出値Ｓ
が第４の閾値ＴＨ１４を下回る。なお、Ｌ１１＋ΔＬ１１＜Ｌ１２の関係が成立しており
、第４の閾値ＴＨ１４は、第１の閾値ＴＨ１１より小さく、且つ、第２の閾値ＴＨ１２よ
りも大きい値を取る。こうして検出値Ｓが第４の閾値ＴＨ１４を下回ると、撮像装置１０
０は、ＥＶＦ表示モードのまま、ディスプレイ省電力モード１をディスプレイ省電力モー
ド２へ切り替える。こうして、使用者５８が撮像装置１００に近付くときと遠ざかるとき
とで閾値に差異を設けることで、使用者５８が閾値の近辺に存在するときに撮像装置１０
０の駆動モードが頻繁に切り替わってしまうことを防止することができる。
【００９６】
　使用者５８が撮像装置１００から更に遠ざかり、時刻Ｔ１５において、使用者５８が距
離Ｌ１２よりも所定距離ΔＬ１２だけ撮像装置１００から離れた位置に移動すると、検出
値Ｓが第５の閾値ＴＨ１５を下回る。なお、Ｌ１２＋ΔＬ１２＜Ｌ１３の関係が成立して
おり、第５の閾値ＴＨ１５は、第２の閾値ＴＨ１２より小さく、且つ、第３の閾値ＴＨ１
３よりも大きい値を取る。こうして検出値Ｓが第５の閾値ＴＨ１５を下回ると、撮像装置
１００は、ディスプレイ省電力モード２をディスプレイ表示モードへ切り替えると共に、
ＥＶＦ表示モードをＥＶＦ省電力モード２へ切り替える。
【００９７】
　使用者５８が撮像装置１００から更に遠ざかり、時刻Ｔ１６において、使用者５８が距
離Ｌ１３よりも所定距離ΔＬ１３だけ撮像装置１００から離れた位置に移動すると、検出
値Ｓが第６の閾値ＴＨ１６を下回る。第６の閾値ＴＨ１６は、第３の閾値ＴＨ１３より小
さい値を取る。こうして検出値Ｓが第６の閾値ＴＨ１６を下回ると、撮像装置１００は、
ディスプレイ表示モードのまま、ＥＶＦ省電力モード２をＥＶＦ省電力モード１へ切り替
える。
【００９８】
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　以上の説明の通り、本実施形態によれば、使用者５８の使用状況に応じて、ディスプレ
イ６とＥＶＦ１５１の一方のみに画像を表示するため、消費電力を効率的に低減しつつ、
使用者５８に適切な画像情報を提供することができる。特に、使用者５８が実際に撮像装
置１００のファインダ４０に接眼したときには、既にＥＶＦ１５１には画像が表示された
状態となっており、従来のような接眼から画像表示までのタイムラグをなくすことができ
るため、使用者５８にとって使い勝手のよいものとなる。
【００９９】
　＜その他の実施形態＞
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。例えば、上記説明では
、ディスプレイ６やＥＶＦ１５１は、液晶型又は有機ＥＬ型の表示装置であるとしたが、
その他の表示方式であってもよい。また、上記説明では、表示装置に対して使用者５８が
近付き又は遠ざかる場合について説明したが、本発明は、表示装置と使用者５８との距離
が相対的に変化する場合に適用することができる。その際に、表示装置と使用者５８との
相対的な接近／離脱の検出に赤外線の投光／受光を用いたが、これに限定されず、静電容
量方式や撮影画像の画像解析方式を用いる等してもよい。
【０１００】
　更に、第１実施形態では、省電力モード１では表示装置１への電源供給を停止し、省電
力モード２では表示装置１の駆動電圧を生成した上でディスプレイ６での表示を行わない
としたが、省電力モード１は、省電力モード２よりも消費電力が小さければ、制御の態様
は限定されない。また、省電力モード２は、表示モードよりも消費電力が小さく、表示動
作への移行時間が省電力モード１からの移行時間よりも短いモードであれば、制御の態様
は限定されない。
【０１０１】
　例えば、第１実施形態において、省電力モード２ではディスプレイ６での表示を行わな
いようにしたが、省電力モード２でも、表示モードよりも消費電力が小さければ、ディス
プレイ６に表示を行うようにしてもよい。例えば、省電力モード２を、表示モードよりも
低輝度で表示するモードとすることができる。このとき、ガンマ補正により表示画像の明
部が明るく表示されるように階調補正を行うことも好ましい。また、ＲＧＢの画素に加え
て白の表示画素を有する表示装置であれば、Ｗ画素の表示輝度への寄与率を高めるように
してもよい。
【０１０２】
　第２実施形態では、撮像装置１００は、ステップＳ８０６においてＥＶＦ省電力モード
１からＥＶＦ省電力モード２に移行するとしたが、使用者５８が撮像装置１００に近付い
ている場合には、ＥＶＦ表示モードに移行する構成としても構わない。この場合、消費電
力は増加するが、ＥＶＦ省電力モード２を経由する場合よりも、表示の切り替え時間を短
縮することができる。また、撮像装置１００は、ステップＳ８０７においてディスプレイ
表示モードからディスプレイ省電力モード２に移行するとしたが、使用者５８が撮像装置
１００から遠ざかっている場合には、表示モードに移行する構成としても構わない。この
場合、消費電力は増加するが、ディスプレイ省電力モード２を経由する場合よりも、表示
の切り替え時間を短縮することができる。
【０１０３】
　上記実施形態では、外部機器と接続される表示装置１及び撮像装置１００を取り上げて
説明を行ったが、本発明はこれらに限定されるものではなく、表示装置を搭載した電子機
器に適用が可能であり、固定型であるか携帯型であるかも問われない。
【０１０４】
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
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【符号の説明】
【０１０５】
　１　　表示装置
　４　　画像処理部
　５　　ディスプレイ駆動部
　６　　ディスプレイ
　７　　照明輝度制御部
　８　　バックライト照明部
　１１　　対物距離検出部
　１５　　システム制御部
　５８　　使用者
　１００　　撮像装置
　１２０　　システム制御部
　１２３　　画像処理部
　１５０　　ＥＶＦ駆動部
　１５１　　ＥＶＦ
　１５２　　タッチパネル

【図１】 【図２】

【図３】
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